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令和６年度 学校評価（プラン）
徳島県立池田支援学校

活動計画と評価指標 評 価
学校関係者の 次年度に教育目標 重 点 目 標

活 動 計 画 評 価 指 標
活動計画の実施状況と 総 合 評 価 意見 残された課題
評価指標の達成度 （評定）

１ 「小･中･高がつながる」
学びの推進

児
童 【小学部】
生 (1) 自立活動の時間における (1)-1 保護者の願い、担任の願いを基 (1)-1 児童全員について実施す (1)-1 保護者及び担任の願いの中の「コミュニケ Ａ ・学部間の系統性が ・重点目標と評価指
徒 指導を充実させ、人と関わ に、自立活動の時間の指導目標を立 る。 ーション」と「からだ」の内容を基に児童全員 ある。 標を対応させた記
一 る力の向上や集団で活動す てる。 について指導目標を設定した。 載をする。
人 る経験の拡充を図る。 ・目標が年々明確に ・評価の記載につい
一 (1)-2 指導目標が類似する児童を集団 (1)-2 ミーティングの実施回数 (1)-2 授業担当者及び学級担任が参加し、指導目 なり、目標が達成 ては、教員が活動
人 として構成する。授業担当者は、随 が４回以上である。 標、成果、般化場面などを共有するミーティン できるように、指 計画にそって実施
に 時ミーティングを実施し、指導の手 グを「コミュニケーション」５グループ、「から 標も改善されてき した結果によって
応 立てや成果を共有する。 だ」６グループとも４回以上実施した。 ている。達成度が 現れた児童生徒の
じ 測れるようにもな 行動の変化や、意
た (1)-3 指導目標を学部で共有し、授業 (1)-3 児童全員が目標を達成し、(1)-3 指導目標や成果を教員間で共有したところ、 っている。 識の向上等につい
学 場面以外でも観察する。学部会でエ かつ授業場面以外での成果や 個別の指導計画に記載された指導目標を全児童 ての表記もあわせ
習 ピソードを共有する。 エピソードを確認することが が達成できていると共に、授業以外の場面で般 ・「地域を元気にす て行う。
や できる。 化を確認できた。 る」と目標を掲げ ・評価指標を設定す
生 てから、年数が経 る段階から、児童
活 【中学部】 ち、協議する中で、 生 徒 の 成 長 が
す (2) 学校内外での活動をとお (2) 地域での協働学習や体験活動など (2) 事前アンケートの結果が平 (2) 「とことんまつり」への出店や箸蔵山ロープ Ａ 実現した取り組み Before と After で
る して、キャリア発達にかか をとおして実践する。事前・事後に 均点より低い生徒を対象に、 ウェイ登山口前でのお接待活動などを実施した。 もいくつかある。 確認ができるよう
力 わる諸能力の「役割把握・ は生徒へのアンケートを実施する。 事後アンケートを実施する。 事前アンケートで平均点より低い結果となった ここ何年かの地域 な記載を行う。
の 認識能力」を育む。 アンケートは、高等部が作成したキ その結果で平均点より低い生 生徒５名のうち、４名の生徒（８割）で自己評 連携活動をリスト
向 ャリアプランニングマトリックスの 徒の８割以上に向上が見られ 価の上昇があったため、「役割把握・認識能力」 アップし、増えた ・引き続き、小学部、
上 自己評価シートを中学部用に修正し る。 の向上が見られた。 り減ったり質が変 中学部、高等部に

たものを使用する。 わったりしたもの ついては系統性を
の一覧があると、 ふまえた重点目標

【高等部】 それぞれの何を加 を設定する。系統
(3) 地域の方々との貢献活動 (3) 地域貢献活動、自分ノート（キャ (3) 事前アンケートの結果が平 (3) 授業で身につけたことをＧＪプロジェクト（校 Ａ えたり修正したり 性についてはキャ
や委員会活動をとおして、 リアパスポート）、ＧＪ（グッドジ 均点より低い生徒を対象に、 内貢献活動）や地域貢献活動で実践し自分ノー したらいいかのア リア教育の視点を
キャリア教育で育成すべき ョブ）プロジェクト等をとおして実 事後アンケートを実施する。 トで振り返った。全生徒に事後アンケートを実 イデアが浮かびや ふまえて考える。
能力・態度のうち、生徒の 践する。事前・事後に、生徒へのア その結果で平均点より低い生 施し、事前アンケートで平均点より低い結果と すくなるのではな
対人関係に関係する「人間 ンケートを実施する。アンケートは、 徒の８割以上に向上が見られ なった生徒５名中４名（８割）の生徒の自己評 いか。 ・生活環境や家庭環
関係・社会形成能力」を育 本校独自のキャリアプランニングマ る。 価が上昇し、「人間関係・社会形成能力」の向上 境等により、様々
む。 トリックスの自己評価シートを使用 が見られた。 ・本校の重点目標に な課題や悩みを抱

する。 ついて、子どもの えている児童生徒
目標に対応した評 がいることから、

人権意識を育てる 価指標が設定され 自尊感情の向上を
児童生徒指導の充実 ている点がすばら めざす指導につい

しい。その結果、 ては、継続して行
【研究課】 評価がきちんとさ うことが必要であ
(4) 児童生徒の自尊感情を高 (4)-1 各学部の人権教育年間指導計画 (4)-1 各学部での授業実践共有 (4)-1 各学部で授業実践共有会（自立活動の指導） Ａ れ、成果が出てい る。
める取組として、主体的・ に基づいて、自立活動の時間におけ 会を年間２回以上実施できる。 を年間２回以上実施した。共有会を行うするこ ることが明確にわ
実践的な教育活動を推進す る指導の授業実践を行う。授業実践 とで、授業担当以外の教員も自立活動の授業に かるようになって ・自他の尊重や生命
る。 の工夫や児童生徒の変容について、 ついての実践の工夫や児童生徒の変容について いる。 （いのち）を大切

各学部で共有会を設ける。 知ることができ、「他の授業に生かすことができ にすることについ
る」という意見が出た。 ・一方で学校評価の ては、生涯をかけ

書き方について、 て学び考えること
(4)-2 中学部生徒の自尊感情の育成を (4)-2 アンケートの結果の指導 (4)-2 中学部生徒の自尊感情の育成をテーマにし 重点目標に対する であるため、引き
テーマにした公開授業を実施する。 方法に関する項目で、肯定的 た公開授業を２回実施し、参加者の９割強から 評価指標が対応し 続き学びを進める
公開授業参観者を対象として、指導 な意見を80％以上得る。 指導方法に関する項目に肯定的な意見を得るこ ていないことがあ と共に家庭との共
方法に関する項目を取り入れたアン とができた。 る。例えば「人と 有など連携を行う。
ケートを実施する。 関わる力の向上」

を考える際に、先
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【特別活動・保健衛生課】 生の活動したこと ・ＩＣＴ機器につい
(5) 「生命（いのち）の安全 (5) 担当する授業の中で、全教員が「生 (5) 全教員が、授業実践リスト (5) 全教員が「生命（いのち）の安全教育」に関 Ａ は書かれているが、 ては、効果的に活
教育」の重要性について啓 命（いのち）の安全教育」に関する に授業内容を１回以上記載す する授業を１回実施し、授業実践リストに記載 評価指標が「人と 用することで児童
発し、生命（いのち）の安 授業を展開する。授業実践リストに る。 することができた。 関わる力を高める」 生徒の深い学びや
全教育に関する授業実践を 授業内容を記載することができるよ ことを測定するも 校務の削減などに
推進する。 う、啓発を行う。 のになっていない。 つながることから、

おそらく評価の記 職員研修や案内等
ＩＣＴを活用した 載の中に子どもの を通じて利活用の

学習活動の推進 成長もふまえられ 推進に努める。
ていると思うが、

【ＧＩＧＡ推進課】 次年度、評価指標 ・児童生徒会の活動
(6) 児童生徒が、学習理解度 (6)-1 教員を対象として、アンケート (6)-1 アンケートを年間２回実 (6)-1 前・後期で１回ずつ（計２回）アンケート Ａ を設定する際に、 において、様々な
を高め、できることを増や を実施する。アンケート結果から、 施する。アンケートの結果か を実施した。前期は教員の「95％」、後期は「98 重点目標に対応し 学校課題に取り組
すために、ＩＣＴを活用し ＩＣＴ機器を活用した内容やできる ら、ＩＣＴの活用により、「児 ％」が、ＩＣＴの活用により児童生徒にとって た指標を設定する むことができるよ
た教育活動を推進する。 ようになったことを、児童生徒個々 童生徒にとってできることが できることが増えたと回答した。また、後期ア と、評価がより適 うな場面を設定す

に把握する。 増えた」との回答を、８割以 ンケートにおいて、教員の「100％」が教育活動 切にできるのでな る。
上得る。 の中でＩＣＴ機器を活用したと回答した。 いか。

・安心・安全な学校
(6)-2 ＩＣＴの活用事例について、紹 (6)-2 校内で２回以上紹介する。(6)-2 ＩＣＴ機器活用事例についての職員向け研 ・教職員の専門性を づくりを進めるに
介する。 修を２回実施（夏季休業中）した。Ｗｅｂペー 高める研修に力を あたり、防災や学

ジ上でもＩＣＴ機器の活用事例について紹介す 入れており、教員 校安全に係る現状
ることができた。 研修が非常に充実 の把握と課題を整

してきている。 理し、児童生徒及
【特別活動・保健衛生課】 び教職員の命を守
(7) 学校行事の場面において、(7) 児童生徒会の活動において、児童 (7) 児童生徒会主体の学校行事 (7) 児童生徒総会、学習発表会などの行事で年２ Ａ ・地域を元気にする ることができる強
ＩＣＴを活用した学習活動 生徒主体による活動を促進するた において、年２回以上ＩＣＴ 回以上ＩＣＴ機器を活用することができた。 ことがこの学校の 靱な危機管理体制
を推進する。 め、ＩＣＴの活用に関する場面を見 を活用する。 目標である。それ を構築し、運用が

直す。 に近づくために学 できるようにする。
校運営協議会で話

２ 危機管理体制の整備、 し合って提案され ・教員の専門性・資
安全･安心な学校づくりの推進 た提言がすぐに実 質等の向上にあた

教 施されている。 り、学校コンサル
職 【安全教育課】 テーションや社会
員 (1) 学校危機管理の災害時や (1)-1 予防的な危機管理である、①学 (1)-1 月１回以上アナウンスを (1)-1 「学校安全の日」や防災訓練の案内等にお Ｂ ・本校の重点目標「人 人講師の活用、校
の 犯罪被害時において、事前 校安全の日の点検、②使用教室や玄 する。外部専門家と連携した いて、日々の点検や防災意識の向上に係るアナ 権意識を育てる児 内における徳島県
専 の危機管理である未然防止 関等の施錠、③非常持ち出し袋の確 訓練や研修を、年間３回以上 ウンスを月１回以上行った。また、外部専門家 童生徒指導の充実」 版メンター制度の
門 対策や危機発生に備えた対 認、④避難経路（火災・地震）の確 実施する。 と連携した訓練・研修※を３回実施した。 の目標に関して、 活用を引き続き行
性 策の充実を図り、教職員の 認において、定期的にアナウンスを （※不審者対応訓練［三好警察署］、 「自尊感情を育て い、児童生徒に対
・ 危機管理意識の向上を図る。 したり、外部専門家と連携した訓練 スクールバス緊急時対応訓練［四国交通］、 る活動を推進する して最適な指導が
資 や研修を実施したりする。 室内消火栓消火訓練［西部防災］） という活動」であ できるように努め
質 るので、評価指標 る。
・ (1)-2 教職員の危機管理に対する意識 (1)-2 アンケートにより、「危機 (1)-2 ９月と１月に実施したアンケートにおいて として、子どもの
指 を確認するため、アンケートを実施 管理に関する知識や意識が向 危機管理に関する自己評価が12項目中１つの項 自尊感情が高まっ ・児童生徒が卒業後
導 する。 上した」といった肯定的評価 目を除いて８割以上となった。「79％」であった たかどうかを評価 に社会で活躍する
力 が８割以上となることで達成 職員室の非常時持出品の場所ついては、視覚的 したほうが良い。 ために、地域の一
の とする。 に掲示し、再度周知を行った。 現状では、教師が 般企業、福祉サー
向 したことが評価指 ビス事業所等の福
上 【特別活動・保健衛生課】 標になっているが、 祉、行政、医療等

(2) 児童生徒及び教職員の健 (2)-1 保健室利用状況を学部ごとに記 (2)-1 保健室利用状況の統計シ (2)-1 毎月の掲載は難しかったが、複数月をまと Ｂ 教師がした結果、 と連携し、地域移
康状態を把握し、安全・安 録し、健康や安全配慮に関する啓発 ートを、毎月１回Ｊｏｒｕｒ める等して年５回※掲載した（※［4］［5］［6､7､9､ 子どもの自尊感情 行をふまえた進路
心な学校づくりの推進に取 を行う。 ｉ掲示板に掲載する。 10］［11､12］［1､2､3］）。さらに、気になる児童生徒 がどう変わったの 指導を行う。
り組む。 の状況は随時担任と情報共有した。 かを評価指標にし ・現在関係のある機

たほうがよい。そ 関との更なる連携
(2)-2 生命に関する危機意識と救命救 (2)-2 緊急時対応に関する研修 (2)-2 各学部での緊急時訓練、ＡＥＤ研修会及び うすると、結果と を行うことに加え
急に関する正しい知識を身につける を、年間２回以上実施する。 誤嚥時の対応研修（中学部）を各１回ずつ、計 して、子どもの自 て、新しい関係機
ため、研修を実施する。 ５回実施することができた。 尊感情高まったの 関の開拓にも注力

かそうではないの する。
専門家等と連携した授業研究 かが明らかになり、
及び支援方法の改善 高まらなかったの ・児童生徒の発達期

であれば取り組み における心のケア
【研究課】 をより工夫しなく については、教育
(3) 専門家と連携して、教職 (3)-1 外部専門家と連携し、事例研究 (3)-1 ルーブリック評価の④レ (3)-1 ④レコーディングの項目において、事例研 Ａ てはいけない、高 相談を柱として、
員の学習指導における、専 に対する学校コンサルテーションを コーディングの項目において、 究担当教員の９割強が事前に比べ事後評価の方 まったのであれば スクールカウンセ
門性向上を推進する。 実施する。事例研究担当者を対象と 教員の事後評価が８割以上高 が高くなった。また、その他の項目に関しても 行ったことは間違 ラー等と連携をし

して、事前・事後でルーブリック評 くなることで達成とする。 向上が見られた。 いなかったという ながら、対応して
価（①実態把握力、②プランニング、 ことがわかる。 いく必要がある。
③指導実践、④レコーディング、⑤ 家庭との連携も必
指導改善）を実施する。 要になってくるた

め、保護者にもス
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(3)-2 学校コンサルテーション後に、 (3)-2 ２事例以上報告する。 (3)-1 高等部と中学部の２事例について事例報告 ・教育目標１「児童 クールカウンセラ
校内において事例報告会を開く。児 アンケート結果において、「授 会を実施した。参加者アンケートで９割強の教 生徒一人一人に応 ーの事業について
童生徒及び教員の変容等について報 業実践に活かせる」という肯 員から授業実践に生かせるという評価を得るこ じた学習や生活す 理解してもらい、
告し、参加者全員でその成果を共有 定的な回答を８割以上得る。 とができた。 る力の向上」は、 関わってもらうこ
する。 子どもの変容につ とが必要である。
指導実践に関する課題や成果、児童 いての評価指標で
生徒及び教員の変容等について、参 あったほうが、よ ・西阿波地域の特別
加した教員を対象に、アンケートを り直接な学校評価 支援学校として、
実施する。 になるのではない 引き続き巡回相談

か。 や公開研修等によ
【研究課】 るセンター的機能
(4) 授業力向上を目的とし、 (4)-1 授業の目的と評価に焦点を当て (4)-1 事後アンケートの結果、 (4)-1 ２回の授業研究会（事前・事後）後に事後 Ａ ・目標について、昨 を充実させる。
教職員同士が協働して、互 た授業研究会(事前・事後)を年間２ ９割以上の参加者から「授業 アンケートを実施したところ、全て参加者から 年度の成果・課題 ・地域の小学校、中
いに助け合い学びあう研修 回以上実施する。授業研究会参加者 研究会が今後の授業づくりに 「授業研究会が今後の授業づくりに有益であっ から今年度の目標 学校、高等学校等
の充実を図る。 に４件法による事後アンケートを実 有益であった」との回答を得 た」と回答を得ることができた。 を設定したという における特別な支

施する。 る。 ことの説明がある 援が必要な児童生
と、なぜ今年度の 徒への教育的支援

(4)-2 学部・世代間の枠を越えたメン (4)-2 メンター制度での研修の (4)-2 メンター制度での研修後に評価を行ったと 目標が設定された や合理的配慮、対
ターチームでの研修やメンター制度 参加者に事後評価を行い、８ ころ、参加者の９割強から「研修によって、専 のかが分かりやす 応される先生方へ
参加者全員での研修を企画し、チー 割以上から「研修によって、 門性・資質・指導力が向上した」との回答を得 い。今年度設定し の専門性や指導力
ム研修を２回、全体研修を１回以上 専門性・資質・指導力が向上 ることができた。 た目標が昨年度の の向上等をふまえ
実施する。 した」との回答を得る。 振り返りから設定 た発信を強力的に

されたことの説明 推進する。
３ 地域と連携した や資料の作成がで

教育活動の推進 きることで、毎年
家 少しずつ良い学校
庭 【進路指導課】 に、より加速して
・ (1) 高等部生徒を対象とした (1) 前・後期就業体験期間、また期間 (1) 一般事業所や就労継続支援 (1) 就業体験（一般事業所「11回」、就労継続支援 Ａ なることができる
地 校外での実習を充実させる。 以外でも、必要に応じた校外での実 Ａ型、また就労継続支援Ｂ型 Ａ型事業所「１回」、就労継続支援Ｂ型事業所 と考える。 PDCA
域 習を計画し、卒業後の進路選択に役 の事業所で実習をした生徒を 「26回」）実施後の生徒を対象としたアンケート サイクルの Check
・ 立つ体験的な学習の機会を設定す 対象にアンケートを実施し、 で「卒業後の進路を考えるときに役立つ経験が と Action がよりよ
関 る。 卒業後の進路を考えるときに できた」という内容の回答を９割強から得るこ く機能するのでは
係 役立つ経験ができたという内 とができた。 ないか。
機 容の回答を、８割以上得るこ
関 とができれば達成とする。 ・研修後のアンケー
と ト等において、ネ
の 【教育企画課】 ガティブな回答を
連 (2) 地域と連携したＰＴＡ活 (2) 近隣の福祉施設等と連携し、保護 (2) 研修についての事後アンケ (2) 施設見学会では７名、ＰＴＡ研修会では約40 Ｂ した方へのフォロ
携 動の充実を図る。 者の希望を反映したＰＴＡ研修会や ートを保護者に行い、「地域福 名が参加した。「地域の福祉施設等の理解ができ ーの仕方について
・ 施設見学会を実施する。 祉施設等への理解が深まった」 た」というコメントや「保護者を対象とした研 考えておくことも
協 との回答が９割以上とする。 修や施設見学会などの活動を充実させている」 必要である。
働 というアンケートの意見を回答者の「91％」か
を ら得ることができた。
と
お 幼･小･中･高校等への相談・
し 支援体制の充実
た
学 【相談支援課】
校 (3）地域や関係機関のニーズ (3)-1 就学前施設の職員や小・中学 (3)-1 公開研修会後のアンケー (3)-1 愛着理論に関する公開研修会※を実施した Ａ
づ に応じたセンター的機能の 校、高等学校の教員を対象とした、 ト結果において、肯定的な回 ところ、約70名の参加があった。内外部からの
く 充実を図り、特別支援教育 実践的な指導法に関する公開研修会 答が８割以上とする。 参加者43名に対する実施後のアンケートでは｢と
り の理解や啓発を推進する。 を行う。事後にアンケートを実施す ても参考になった｣等、肯定的な回答を９割強か

る。 ら得ることができた。
（※地域まるごと専門性向上研修｢関わりにくさのある子ど
もにどう関わるか～愛着理論をもとに～｣12月実施）

(3)-2 関係機関や就学前施設の職員、 (3)-2 公開授業後のアンケート (3)-2 とくしま教育の日の公開授業では、38名の
小・中学校、高等学校の教員を対象 結果において、肯定的な回答 小・中学校の教員や地域の関係機関の職員等の
に、とくしま教育の日に公開授業を が８割以上とする。 参加があった。実施後のアンケートでは｢（特別
行う。その際に、教材・教具の展示 支援）学校での児童生徒の様子が見れて良かっ
や指導実践に関するポスターを掲示 た｣、｢教材教具の説明が良かった｣等、肯定的な
する。事後にアンケートを実施する。 回答を参加者全員から得ることができた。


